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研究成果の概要（和文）：その地政学的な条件により国際政治の厳しい局面に巻き込まれることを余儀なくされ
てきたイラン人の間では、ペルシア語を用いる知識人、エスニック集団や軍人らによる国境を越えた人脈、在外
イラン人との密な連絡など国境を越えて活発なネットワーキングが見られる。都市化・交通インフラの整備と通
信情報技術ICTの発達・経済政策などにより、遊牧民社会の変容、NGOの展開、若者の疎外感と選挙活動、などの
新しいネットワーキングが国内で展開し、2013年の大統領選挙で政治的方向転換を可能にした。

研究成果の概要（英文）：(1)Conditions for a wide-participation in the so-called "Green Movement" in 
Iran 2009 were examined as follows: (a)Geopolitical circumstances caused modern Iran to respond to 
harsh international politics;(b)Persian-reading intelligentsia's network beyond borders contributed 
to the understanding and spread of modernity; (c)Ethnic and vocational ties affect today's economy 
and military actions, such as Azeris' network and the Revolutionary Guards; (d)Modernization 
policies of economy, urbanization, progress in traffic and mass media, and others changed the very 
base of social networking, so to change tribal society, to bring about youths' new types of 
sociability, to develop NGOs, etc; (e)Development of ICT also contributes to the networking of 
Iranian migrants living abroad.
(2) The characteristics figured out (above points) are also thought to enable a turnaround in 2013 
Presidential election in pursuit of more moderate policies to evade animosity.

研究分野： 地域研究
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、いわゆる「アラブの春」の先駆
けとなったイランの「緑の運動」(2009 年)
を可能にした諸条件を検証し、イラン近代に
新しい角度から光を当てることが求められ
ている、との問題意識で開始された。 
２．研究の目的 
 叙述的な近代史、国際関係、イデオロギー
と政治過程の分析、社会変容、などさまざま
なディシプリンでばらばらに扱われてきた
イラン近代を、社会の存立基盤にあたる人間
相互の社会的働きかけ～ネットワーキング
というコンテクストにおいて再構築する。 
３．研究の方法 
歴史学・人類学・政治学・国際政治などを

応用し、現地での聞き取り調査、文献研究な
どをとりまぜ、学際的なアプローチをとる。
ネットワーキングという事象が顕著に表れ
ている例を検証し、19 世紀からの時間軸と、
国境で区切られた領土を超えた空間軸のな
かで捉えたうえで、諸事象の意味を考察する。 
４．研究成果 
(1) 大統領選挙の開票の不正の訴えが広範
な社会運動に展開した2009年の「緑の運動」
を理解するための次のようなイラン近代の
特質が確認された： 
(a)イラン近代はその地政学的な条件により、
国際政治の厳しい局面に巻き込まれること
を余儀なくされてきた。 
(b) 19 世紀から、ペルシア語を用いた情報交
換、知識人の移動に特筆すべき質と量が認め
られる。 
(c)アゼルバイジャン系のエスニックなネッ
トワーク、イラン・イラク戦争期の情報将校
らによる国境を越えた人脈が、現代の経済や
軍事面に影響を与えている。 
(d)都市化・交通インフラの整備と通信情報
技術 ICT の発達・経済政策などにより、遊牧
民社会の変容、NGO の展開、若者の疎外感と
新しい結びつき、などネットワーキングの新
しい側面が観察される。 
(e) イラン・イスラーム革命後、国外で暮
らすイラン人は400万人ともいわれるが、ICT
の発展が彼ら/彼女らのネットワーク編成に
役立っている。 
(2)さらに本研究の期間中には、上記(a)～
(e)が新しい政治=社会的帰結をもたらす様
相を観察することができた。2013 年の大統領
選挙は粛々と行われ、中道派のロウハーニー
師が当選した。ロウハーニー新大統領は、公
約のとおりに核開発交渉によって、経済制裁
解除をもたらした。ダーイシュ(IS）封じ込
めの一角にイランも入るという国際政治の
ダイナミクスの変化と、選挙キャンペーンに
参加し投票によって意思を示すという民主
的な政治手法の定着という内外の要因、それ
を支えるネットワーキングが、戦争回避と経
済制裁解除の方向に舵を切ることを可能に
したと評価できる。 
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